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本書は著者の「Representations of Girls in Japanese Magical Girl Animation Programmes from 























第 5 章「二○○二年以降の女の子向け「魔法少女」テレビアニメ」では、2003 年以降の





ついて考察している。特に第 4 章でなされたオーディエンス研究から、著者は 3 つの結論
を出している。1 つめに、女の子向け「魔法少女」テレビアニメにおける「西洋」の魔女
と魔法の表象は、日本のフェミニティとそれに対抗するオルタナティブなフェミニティの
間でなされる交渉の、重要な場として機能しているということである(p268)。2 つめに女の
子向け「魔法少女」テレビアニメにおいて、変身はセクシュアリティとファッション表象
に結び付けられてきており、変身は「自己」を表現し、肯定する場として機能していたと
いうことである(p271)。3 つめに、女の子向け「魔法少女」テレビアニメにおける女性の団
結は、肯定的に表視されており、また「母親的」ケアと思いやりを、女性キャラクターと
父親キャラクターの両方に関係させていたことである(p272)。そして最後に本研究におけ
る課題である、調査範囲の限界、またインフォーマントの記憶の限界について指摘し、稿
が閉じられている。 
本書における意義としては、「魔法少女」というジャンルについてのオーディエンスを
世代で区分した上で、メッセンジャー=デイビスの方法論にならい、量的調査と質的調査
を組み合わせて研究していることである。著者も述べているが、そもそも子供とテレビに
関する調査は、主に実験心理学の領域からのものが多く、子供がそもそも実際にテレビの
コンテンツをどう捉えているかという視点のものはあまりなかったと言える（p163）。 
最後に本書における問題点を述べておきたい。第一に筆者も触れているが、カルチュル
ラル・スタディーズという英国の理論を援用して日本のテキストとオーディエンスを研究
する有効性である(p275)。宮台真司はカルチュラル・スタディーズを＜英国人の自己反省
ツール＞と挑戦的に呼んでいるが、その文脈で日本に輸入された概念を、日本のオーディ
エンスに適用することの妥当性や有効性はもっと検討されるべきであろう。そもそも日本
のアニメーション等のコンテンツが、その無国籍性から受け入れられたという指摘を考え
ると、ジェンダーという点を鑑みるにしても、オーディエンスの社会文化的な文脈から探
るというカルチュラル・スタディーズの視点はあまり意味をなさないことになってしまう。 
第二に、グローバルなオーディエンスを視野に入れていないことにある。現代において
日本のアニメーションを視聴する層は、日本に在住するものに限らない。インターネット
を通して、世界中にオーディエンスが存在し、なおかつ様々な年齢層に視聴されているこ
とを考えると、女の子向け「魔法少女」アニメだからと言って、そのまま研究において「女
の子」にオーディエンスを絞ることの妥当性はどれだけあるのだろうか。日本においてさ
え、「魔法少女」アニメを見ている層は、俗に「大きな友達」と呼ばれる成人男性の可能性
もある。むしろここまでの幅広い視聴者層を、なぜ「魔法少女」アニメが獲得しえたか、
また性差によってその視聴経験に違いはあるのかなどを探る必要があると考えられる。 
 
